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東近江管内の子実用とうもろこしの調査を開始しました 
 

管内で栽培されている令和７年度の子実用とうもろこしの生育調査を当課で行いました。本調

査は令和４年度から当課が主体的に継続して行っており、タイムリーな生育状況を把握し、耕作

者と共有することで今後の栽培管理、ひいては収量確保に活かすために行っています。 

 

４月初旬に播種された東近江市と日野町の両ほ場において、４月１７日に出芽を確認し、４月１

８日に苗立率、草丈、条間、株間、葉数を調査しました。また、ほ場の排水対策が生育に重要なこ

とから、４月２８日と２９日に明渠の確認および降雨後のほ場の排水状況についての確認も行い

ました。 

今回の調査については、新規採用職員にも協力してもらい、子実用とうもろこしの生育調査の

方法を勉強してもらいました。 

生育調査の結果、苗立率は９０％以上と生育も旺盛で、排水状況も良好でした。今後も継続し

て調査を行っていきます。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

調査する若手普及員             苗立ちと降雨後のほ場の様子 
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